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２．研究の詳細 

プロジェクト名 地域文化財のデジタル化に関する基礎的研究 

プロジェクト 
期間 平成26年度 

申請代表者 
（所属講座等） 

松久公嗣（美術教育講座） 共同研究者 
（所属講座等） 

 

①研究の目的  
昨年度の研究で明らかとなった研究方法と予算を基に，複数の文化財データの処理を依頼する。研究対象文化

財の高度なデータ化とタブレット型デジタル端末を想定した教育的活用法の確立に関する基盤研究を基に，芸術

学ならびに文化財科学の研究成果を教科教育学の実践ならびに教育現場に還元・波及させるための具体的方策を

試行し，次期科研費研究申請書に反映させることを目的とする。 
 
②研究の内容  
１：宗像大社儀式殿の襖絵および腰障子絵，床脇天袋・地袋について，スキャニングデータの処理を進め，高精

細データ化とデータの出力をおこなう。 
２：処理されたデータを基に，模写研究に活用する模本を製作することで模写研究内容の高度化を図るとともに，

鑑賞教育に活用する再現文化財の製作に向けて，具体的な予算や方法を検討する。 
３：タブレット型デジタル端末とデジタルテレビを連携させた鑑賞教育について，図画工作科・美術科の授業に

おける鑑賞教育の実践案の作成と実践内容の考察をおこなう。 
平成23-25年度科研費基盤研究(C)「福永晴帆研究－客観的評価の確立と教育学研究への展開－」では，日本

美術史から存在が消えつつある日本画家：福永晴帆の業績を再評価し，地域の有する文化財の保存修復に向けた

基礎的研究を進め，芸術学ならびに教科教育学（美術・図画工作）の複合的視座から客観的な評価を確立した。

これは，客観的な価値が確立されていない近現代の作品・作家研究の新規モデル研究であるとともに，劣化が進

行する文化財を保存修復する次のステップを見据えた基盤研究でもあった。 
そこで，新たな科研費研究課題として研究対象文化財の高度なデータ化とタブレット型デジタル端末を想定し

た教育的活用法の確立，芸術学ならびに文化財科学の研究成果を教科教育学の実践ならびに教育現場に還元・波

及させるための具体的方策を構想した。 
 
③研究の方法・進め方  

6月に海の道むなかた館で開催した「福永晴帆日本画展－宗像大社の文化財保存修復にむけて－」においては，

地域の一般社会人と教育関係者を想定した内容でパネル展示計画を練ったが，すでにスキャニング工程を終了し

ている文化財のデータ処理を8月に完了して，これらの画像データを融合した小中学校を想定したパネル展示

計画を進めた。9月から近隣の小学校を想定したパネル展示計画を進め，各小学校に配備されているデジタルテ

レビを中心に，iPadと連動させた鑑賞授業案を作成した。次に教育的活用法との整合性を検討し，具体的な内

容や予算をまとめて次期科研費研究の申請内容を10月にまとめ，基盤研究（B）へ申請した。 
 
④実施体制  
昨年度の研究で明らかとなった研究方法と予算を基に，複数の文化財データ処理を大日本スクリーン製造（株）

と共同で進める。対象となる文化財については，文化財を所有する宗像大社の了解を得ており，具体的な文化財

として挙げている襖絵・腰障子絵等の作者となる福永晴帆に関係する著作権については，作者のご遺族となる著

作権者の了解を得ている。再現文化財の作成においては，これらの権利者と情報を共有して進める。 
 

⑤平成２６年度実施による研究成果  
データを教育学的に活用するための処理について専門業者と検討を重ね，まずは高精細画像処理によって再現

文化財の作成を試みた。6月の展覧会においても，再現文化財を展示することで，普段は鑑賞が制限されている

文化財の細かな部分まで擬似的に鑑賞することが可能となり，地域文化財の保存の必要性を訴えた。来館者数は

9,173名で，展覧会に対する地域住民や教育関係者の興味が高いことが確認できた。 
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さらに，高精細の出力データを基に，大学における模写研究の高度化を図った。これまでは幾度となく現地に

足を運んで模写と文化財を比較検討してきたが，天候による照度変化や他の物理的障害に左右されることなく，

より詳細な部分比較が可能となった。 
パネル展示計画においては高精細デジタル画像の一部を拡大して掲載するなど，通常の作品鑑賞では不可能な

視点や精度での解説が可能となり，デジタル教材を活用する教育的価値について，本物を鑑賞する必要性とデジ

タル教材を組み合わせる割合などについて，科研費研究を中心とした本格的な研究に向けた仮定と具体的な計画

案の立案が可能となった。 
 
⑥今後の予想される成果（学問的効果、社会的効果及び改善点・改善効果） 
教科書をはじめ，紙媒体や画像・動画等のデジタル化はなお一層進むことが予測できる。図画工作科や美術科

では，授業時数の削減や鑑賞教育や言語活動の充実に伴って実体験の時間が減少しつつあるが，学校現場のデジ

タル化の流れに即した新たな教育方法の開発が急務である。本研究を進めることで，身近な環境に現存する文化

財に興味を持ち，地域の文化を考察することは，グローバル化する現代において重要な視点である。 
また，これらの研究成果を学校教育を中心とした社会に還元するモデルとして提示することは，本研究のみな

らず全ての研究において意義があり，研究の社会的貢献度を高めるものである。専門的な研究成果を最先端技術

の活用によって教育界に還元・波及させることは，教育大学ならびに所属する研究者が社会的な責務を果たすう

えで有意な研究と言える。 
 
⑦研究の今後の展望  
 大学と連携する宗像市教育委員会では，各小学校で使用するタブレット端末として（Surface 2，64GB， 
P4W-00012）を選定している。これは，通常パソコンを使用した授業で活用していたものの更新機種として選

定したもので，全国的に試行が進む児童・生徒が個人的に使用するタブレット端末とは意味が異なる。また，電

子黒板は全ての小学校に配備されたが，1校に1～2台となっており，全ての教科で使用される訳ではない。 
 今後はこれらの学校現場の現状を考慮しつつ，図画工作科・美術科における有効的なデジタル化教材の開発と，

地域文化財の発掘ならびにアーカイブ化を進めていく必要がある。あくまでも本物に触れたときの感動を重視し

つつ，地域に現存する文化財を知り，その文化財に興味を持ち，本物に触れるためのツールとして活用する方策

としての最先端技術の活用を目的とし，その上で，デジタル教材ならではの鑑賞の方策を探っていくことが重要

であると考える。 
 
⑧主な学会発表及び論文等  
１）展覧会，「福永晴帆日本画展－宗像大社の文化財保存修復にむけて－」，福岡教育大学日本画研究室・海の道

むなかた館（共催），2014.6.3-6.29 
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２）学会発表「福永晴帆研究－研究成果を鑑賞教育へ展開する方策について－」，松久公嗣，第53回大学美術

教育学会福井大会，福井大学，2014.10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３）論文「福永晴帆研究－研究成果を鑑賞教育へ展開する方策について－」，松久公嗣，福岡教育大学紀要，第

64号，査読無，第5分冊，2015.3. 
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４）論文「福永晴帆研究」，松久公嗣，美術教育学研究，47号，査読有，351-358頁，2015.3.31 
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５）西日本新聞 掲載 2014.6.20 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


